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蠶卵台紙の經濟史的考察
―特に長野縣小縣郡に於ける―

Economic historical consideration of the paper cards for the silkworm egg 

-Especially in Chiisagatagun, Naganoken, Japan-

碓氷茂

　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　へ．が　き

　長野縣は灘糊として瀦だが・脚小縣細ま縞く諜ケ磯蝶地方として姻的砧

嘔疑持つ・eの鰍眼て小辮β鞭業蕨的麟蝦樋要髄持つ。敢て小繍1に於
ける灘羅謙をものせんとする所以である。而し窃づ最側縣郡勧奄け礁腰の灘
を概観し、然る後同郡に於ける鍛卵台紙に關する史的考察を試みよう。

　　　　　　　　　　　　　　1　小縣郡翻綜業畿展の紫描

我蝋礫が・割時代的飛距龍遽げる畷つたのは、轍6・1・6月2・fEI（騰・859・1・7月、日）の

横灘捲膿である・而してこの際獺の生縦猟撫は楡韻易商撮して棚糊界へ
乗り1’II，すに至つた。

　小縣郡の獄繰業の獲逡も亦同様、徳川時代に相當濃蓮するにはしたが、當時は未だ大した獲

齪は購れなかつた・然るに搬のβ騰は小騨の懲衡轍激なる簸腰請した。蜘、

剛妨は古くよ嬬鍾製牒地齢珍胤てゐた關係1・磯骸造瓢臼凱い継をした．今
次に獄綜業の各部門に於ける磯達の概略を論明しよう。

先づ桑園について見れば・桑樹は賭（醐・75』・…）・・illJ］・9ill（曙・7・4－・77・）噸より、IJ、F」

墾地蹴ゑられてをり・鰍桑園曜ξを」働llし、如ヒ欄（醐・8・4・8・7）に胴也の搬に

枷llし・轍撫桑翻1更lliの開墾が行はれ（鶴麹（｛）・nA治時代（陥・868－・9・・）に這入つて

からは田畑の大傘が桑園化して了つたといふ欺態である。

桑園囎加ま養灘の難を意味する・而して養灘が灘するために1よ耀蹴の逃歩、

獄・糎の改善等がなされねばなら鋤・・小縣郡に於て貼糀多の艦術の改善魏が促され

た。而してこれが技術に關する署譜のilPAも亦少くなかつた。3く他面翻品種の改善が常に叫ば

れb且つ實行さ才Vてヨ來た¢）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

次は灘であるが澱種の製造に關しては・・J柵鵬古くよ餓國獄礫製造地としてその

王位を占めてゐただけあつて、これに蘭する婁件の頻数はそ悪川時代を始めとして誠に多かつた。

天保4年（酪1833）及び天f呆5・F（醐・S3・）に行つた1・狂1藩の灘購籍の取罐始めと

し讃脚騰による緬の瀞ト撚，これvaよつて惹起された雛の粗製濫造等樹ふるに邊
のなV・ほどである。

＊はξ騰であるが・このものの製造も可也古くより行は肱文化｛醐に【蜥に聯ゆ製造技

術に關し、可眩の工夫がこらされてゐる（後章参照）。天1呆fl三闇（四暦1830－1S43）には「」：田産

物改「」i’Jが設立され・蠕は一度ここでイ麟され燃る後！賊された。然馴醐治初｛眺綜の

瀞ト1鰍の盛となるや記dこ繊濫謎の行齢たこと臨叉灘の場含と同様である。而し

て明治時代に入るや、翻種の製泄には及びもないが、兎に角、急激なる生塵の拗加が行はれて
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今口に及んでゐる。

　最後に機織であるが、小縣地方ぼそのむかし、機業地として著名であつた。殊に上田縞は徳

川時代より、その名聲國内にかくれなかつた。然しながら、このものの生産は、朋治時代に入

り、機械製繰工業の勃興とは逆に、遊だ振はなくなり、現今では辛うじて徳川時代の餅1喘を伯モ

つてゐるに過ぎなV、o

zx　翻卵i毫紙生魔史

1．一般製紙業
　小縣郡に於ては既に實永年間（西暦1704一隅1708）より製叔業が熾んに名テはれてゐた。從つて當

時、その原料たるべき桑、楮の類が、年貢地畦絆等に植ゑられてゐた。このことは賓永三年

（西暦1706）の差Ill帳に見えてゐるω。爾同叢出帳によれば、上田領内の紙漉業習の撒は可也多

く、「田中組九戸、洗馬組一〇戸、國分寺組（8村分不明）塩尻Wt－一一〇戸城下町に無し、武石村1些1五

戸、塩田紐九戸（八村分不鋤、小泉g．u＿．一戸（二付分不虫D、浦野組二五六戸にして、上田領申三

四〇絵戸あり、更に村別にすれば、奈良本村四六戸、武石｛寸四五戸、村松四一戸、當郷三五戸、

入田澤付三四戸、中村二六戸、沓揖村二五戸．殿戸村一九戸、夫神付一五戸、申挾村一二戸等

を盛んなる地方とし、殊に奈良本・沓掛の二村Z）如きは女稼D部に『作物刎lqに木綿をとり、

紙を漉く』と載す12）」と見えてゐるほどである。これによつて見れば、農閑期に男盤の業務と

して紙漉の行はれたことは勿論、女農の仕事とさへもされてゐたことが明かである。

　當時斯の如く紙製造業が1圧んであつた許りでなく、劇Iljの紙漉人さへも獲生してゐだのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみすきんど
る。中でも技術優秀な紙製造蒋は藩命によつて，紙漉人なる榮轡をさへ披されてゐた。同年の

別所村の差μ1帳によれば「別所村ヒ左術門は御紙漉人にて是者先御f’L“御鼻続ヒブ［、寸ヒ和一分に

付晋“四東直、但什枚切前金御借波付候、年により一爾或1は一一爾二分迄破仰甘候、就夫別御役等

御免被遊紙台口に入申候」あく木願次第武石御休、かくま御陸御切乎被下伐li喉（：」）」とあつて

紙漉へは破格の待遇を受けてゐたことが知られる。これを要するに同椰に於ては徳川時代に可

也製紙業が圧んであつた。

　而して同郡の製紙業は明治へ這入つてからも引き績いて盛んであつたのは下表によつて明か

であらう。

琴口　紙　類　　　 （其1）　　　　　　　　　　　一・－ri、縣郡史による

～～s肴趣」1明治・6明治・・ty胎・・1照・1明治・・1明治・・
傘

紙

製　　燈　　戸　　数　　　　　　一戸　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　合算140　　　　　　合劣一1　99　　　　　　　30

数　　　　　　　　 二髭t　　　　　　－－tt　　　　　　4。324　　　　　　6。444　　　　　1，5δ9緻　　　　　　　　？　　　　　　　　725貫

f買　　　　　　　　　 搬τ　　　　　　一円　　　　　　　　4．989　　　　　　　3，579　　　　　　5，80’9　　　　　　　　　9．　05　　　　　　　　2．365

鞭造戸難1≡1≡　・哺轡i乙　語射

他
欝造戸翻≡臥醜鴇3：義9噛、，，1，、≡・

（｛u；．2）　　　　　　　　　　一ノ1・埋系StlS史による

こ擁警1蕪烈墾。盗鷹i㌧一一璽・⊥摂㌔L火、1・一触蝉ご蝉

製造戸剃1・引・1・1・・3【・・31・・6　1・・レ・・6
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灘齢唾邸．翻：瞬lr断6瓢？1副，1　§1咽

劃翻L・蜘・．画㌃認隔「－4薪漉∴ll磯m
…肇膿痙E」ユ」∬蜘鑑畷［曇：翻　』『

一盤膿「繋「一聖至・轡・・rL・・璽・7U弊腿
塑鞭・・833・・諮・．・・L85・・．…．…3．…．…1・．47、．5。。、．，，2．。。。1、．、，最臨．，葡『

迦凱蹴幽劃．に劃副画、細一tt、．朧
還「璽鍵嬰L∵三L．7－．；．．7一一三⊥㌦L一三．［二

儂蜘166瑚66…7156・・39148・3・司・・・…i・…一論廓・・『

1小縣鞭鮒254頁　（し）N）同」、　（3）岡上

脇馴職に上服嵌の附近から・彬隈・湖躯紙肋絆簿酬計、た。。姥略
　　　上畷ともいつた・江肋螂力・蜘の代りとして繍幽」・鴫を用ひたのである。伽、

　　　燃史鳳れば「附3轟1三小撚は繍曜として数へらt・、燃款小棚は鋼趣、酸
　　　すと詑せらる（小縣郡史籐篇254貰）」とあるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　2・獄卵窒i紙製造の濫膓

上避るeeろによつて・小ll騨欄砧くより澱製糠班ん砺つf。tとが」，瞳らd、、7．。

然る綱地加の瓢緋？編勢釧て1脚・㈱1され洞時燗内彫川されるに及んで．

同勲蝋蝶の主加聯P蜘の蹴へと鋤する矧・なリ・脚長醐の嫡は専畷
卵鰍罎造を行ふに至り調今に至るも般・鮒臨灘盤魏剛醜として瀦である。
次剛’縣郡の欝畷紙婁匙造業の灘を謝」する。・」・縣撒鳳れば、階li・醐（脚、。1＿

1鋤小縣賑瀬ゆ人餅蹴五右術門が・そa－1・棚として卿腔れの靴ノ泓れ1、kころが、

鵜よく欝P輔の製法齢「りてをり調五楠門レよこのf棚より灘鞭の製瀧學んだ」1）

といふ・これに依つて肋ぱ・榊奥ナ馳加於ては翻・糊“齢ゆ蹴が行はれてをり、、J、縣

郡では卿馳加製造方法螺んで製造した奴である。而して當艦卵郵礫造は禾縢力・多

かつたものと見え，その製造方法は嚴秘に附せられてゐだ形跡がある。f翔司郡史に從へば「顯

五楠門乃ち之を鰭し凸峯く鎖してこれ親せざりしといふ。一一晒畝保僻右衛1馳を

見んものと訪問し効Uτ調餅r術門は勿麟鎧烈焦友嬬して客劃噂き、以て之
に見えLとの話さへ淺れり。傘右術門の予丈右術門は如侮にもして、獄卵憂紙の製法を知ら

んと心を痛めし折柄・丸］村に丸燧吉右術門といへる蔚あり。既に鍛卵原紙の製造に從事せる

を聞き（2）、就きて共法を聞くに、傅ふるに事頗る詳なり。乃ち蹄りて専ら共業に從ふ。　とれよ

り兇三1ε興五右衛門・1笥ジ1叢右術門・山撰弔卜郎・ン受森餌1三郎等相次いで此業を麟みたるも、禽

4は場に鍵を鎖したりといふ・後大劇惣太・燃兵楠門・1伽睦右衛1’・’」…欄脚嘱胴
等も亦之を製造し、其業の普及を見るに至れり（3）」とある。これによつて見れば、如何に當時

の続漉業が祷こ秘密にされてゐたかが想豫される。

　當i時…長瀬村産出の鍛卵薮紙の販路は、上田♪也方を鑓一一とし、伊那松本地方へ旺んt’C移出され
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てゐたらしVt，　（tb．而して當時の翻1囑紙の灘方は「伽た紙を板ic張つて・そのllへ地購

布轍せ、鄭その」，よ縢碗の類で・すり、際胃ちぢら」なる・J・雛つけた・然るに丈僻

聞に購の姫以て、・1…へ張りつけると附にちぢらをつくる方法欄ll聾た㈹」ので貿

臨篠篇殻讃野翫鰐賛糞難議叢欝李奮鎚皐澱肇獅

堅して水分を早く除去す励法搬見し町融より大・・購1影日と勤嚇継すること酬

來たといふ。それよ磯多磯明・改善拗1へられ・（哺して鮪に及んでゐるのである・

（ユ）　　IJ、理系弱K史で除篇　253　頁o

（2）。紛、よつ視れば、倉欄五制赫門が、その糊よ際んだ前に・鰍・小縣地方に翻畷紙の製

　　邉が行はれてゐたものらしいo
（3）　　刀、県系梁H史蝕篇　254－255　頁o

（4）　　「司　磐55　頁o

（5）　圃上

（6）　同上

（7）　同上

（8）「嶺永年問i白井某、ちぢら附用の椿嚢に代ふるに銅製のものを以てせしも効なしo　此頭にや、池

　　酬右衛r・］、鰯睦なすイ券調蝶を脚、之を以℃摩すること瀦へ・螺を完成す。賭元年中

　　村治郎は武藏小川に到り・．　emt・bet・c條をつけたる靴べら状のものを使肌て居るを見・鰯て之を使

　　刑せしも亦効多からざりしが、其後幾多の改良を加へて、今口用ふるとeろのちぢら器械を獲明ナ

　　るに至才しり」小縣郡史飴篇255頁o

　　　　　　　　　　3．　翼種製浩濫造の翼卵蔓紙製造業者に及ぼしたる影響

　横濱開港以來楡出の急櫓した生綜．及び慧種は、間もなく粗製濫遣の弊を惹起するに至り、俄

然その聲偵を失墜して了つた。そこで幕府はr慶鷹元年十一月、生綜改印の制を設け、各地方

産の生綜生産地に於て、代官叉は役場員の支配の下ec　v生縣槍査を行はしめ、更に同二年には

獄種改印の制を設けて、改印のなき竜のには一切貸買すべからすと命じて之を取締つたが、途

に此の大勢を匡正すべくもなかつたσ）」。明治元年四月、明治政府ぼ獄卵赦e生綜改所を江戸に

’設けて、「楡出生綜．及び獄種は総て槍査を受くべきものであるとと」を命じてゐる。（後章滲照）

然しながらそれでも尚獄種及び生綜の粗製酸造の弊を防止することが出來なかつたものと見え

明治三年八月には、その趣旨を徹底せしめる日的を以て、獄卵豊紙製造者に封し、冤許鑑｛：しの

制をしき、獄種製造．業者をして、槍査印章のない鐙卵憂紙の使用を禁止してゐる。小縣郡史は

當時の檬子を次の如く語つてゐる。

　「共後明治三年八月布告澱種製造規則q」に、原種紙漉元は発許鑑札を願ひ受くること、仙し鑑

　札は各支配所に於て取扱ふこと，若し之を犯すものは共製造原紙を取り一i：げ候上にて、原紙

　百枚毎に金一分の割合を以て科料を取り立つること。叉原紙には白字にて㊥の打込み印ある・

　ものを以て槍査濟のものとすること。而して其裏面に製造八の印章を押捺すること等あり。

　是れ不陀獄種の濫造に檸へる原紙製造入がうけたる影響なりとす。此脱則は同四年四月より

　施行せらるる貯達せられしも、明治四年に至りπ月・1一四日の布告を以て之を改正し・原紙漉

　允は向後各支配所に於て職方の免許鑑札相渡すべし。冤許無之者は一切漉耕口域らす・且鑑札

　は無税たり。而して各支配所には共他の都含により宮員を出張し打込の改め印致すべく改印

　及び違犯者の罰則は前年の如し）、改めを受くる槍査手数料は共時の相場を以て代金20分の1

　（211金百爾に付き五爾の害iDを納むること。原紙は是迄各地臓々にして、厚薄数段ありて、共

　柑場の如きも日方と枚撒との不同ありしも、以後総て金一爾に付き、何百口と矩め萱貿致す
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　べきこと、即前年の規則に比し一厨嚴重となりたり。明治五年六月卜四日布告を1－／て3く此規

　則に塘補あり。共重なるものは厚紙の寸法を曲尺にて凡竪一尺一寸ヒ分程、横ヒ寸四分程と

　し・金鰍といへる繍貨何圓f囎鎌改めたるに鋤。tit年鮒1・好飯沼体原の四村は
　厚紙の漉本を命ぜらる（2）」。

　Eilち嶽種醐櫻濫造のため畷卵藁紙製造業者は、

　1・秘縢紙の’製造に冤許鮒しを受けなければならなくなつたこと

　2．ii農紙槍査のために手数料を支佛はなければならなくなつたとと

　3・製造正の勘1捷束縛されたこと

　等の影響を受けてゐる。然しながら、このことは却つて螺卵i薮紙の債額その製造方法、並び

にその取締方法を釜々統制の緒につかしめた。例へば、儂額についてこれを見れば、既蓮の如

く・「從來各地詠であつて識に厚灘段効．その醐醐方と悉父襲鳳つて不同であつ

たが，その後総て金一爾につき何百匁と決定した」如き、その製造に當つては慧卵盗紙の大い

さが「曲尺鰹約沢一寸ヒ分澱約ヒ梱分」と決定したが如きはこれである。数燭卵
馨i紐の漉元が指定されたが如きもとれである。

　　1高鵬舐「億川靴に於ける獺雛の囎艸耀辮r‘ll翻15個朧48貰翻
　　2　小縣郡史船篇373－374i珂

　　　　　　　　　　　　　　　　4・難卵i褻紙費捌所
上述の姐して卿鰍府は雛の膿濫凝禁じたが．・’ft！ij民間亭ζは秘かにご縫行ふものが

灘蜷繍鞭難鑑、礁繋雛編袖警…紙の
耀難｝芝i認粥轟謝諜，㍊響雛畠鱗謙鍮鶴蒲艦鰭謄誓篇

獄藏蘇谷謝欄鵬濡翻一正・田のシ所と縦し、大繍力埴接駒を響し岬I」
に於て蹴された肺eを渡翻糞省へ納めしめ，eの際継業敵爵螺繊舷給した．而
　し礁卵蝋の勲し輔は三月一日よbn肝五聴とし．　egVが販けには沈づその
地加）慧鰍惣代をしてその持場内（管轄内一鞠）で棚コ鮒の蘇の種脚醐醐用
麟゜酬楡bl・｛・Aコ聯幡夏徽用蝋等を取調べさLtr　bその地方で最も便利雄粥へ申

　し出さしめて費渡すことにした。爾この際右代債ぱ，春驚原続予枚に付き二百1闘q）、夏獄そ

　の他に用ふる薄紙は千枚に付き六卜園であつた。而してこれらの原紙の流用は絶坐9・に禁北し、

eれを犯し賭は一枚に伽て科堪般し噺貨五＋灘課した。而してこの際民間よ助原
紙買」・げは酒闘1のもの購〔慨（2め五翻1ち轍であつた。eの欄醐溜年に．渡改正

　し．ついで聞もなく艘止した（’3）JQ

　即ちこの時代には民聞事業たる獄卵毫続の製造は、完全に一1欝定的ではあつたが一一政府

（1め手中にをさめられ・鮒1よとれによつ備礁鰍制を魔行すると共に識卵聯eの製造

に封しても、歩一・歩と統制の途を辿りつつあつたのである。

而して明治六年…）撒府は「」・聴馴∫の鋼離のEth・tlC信灘鞭捌薩設置し、監督宮

吏として租挽寮官宮崎有敬・熊谷義入を出張させた。これら出張官吏は毎年卜二月出張し尚ふ

牛ケ欄灘して・業務にたつさはるのが常であつた訥嗣・燃ては御腱一人、乎代…A

を皐務員として探用レ専ら原紙費捌に關する事務を執らしめた。（吻今、上田賞捌所に於け

る獄卵藁紙の取扱ひ方法の櫛1紐示せば次の如くである。

「先づ原紙漉元の戸長に命じて、泌琶立枚藪の豫算を立てさせ、各戸にばμヒ話役に命じて一人別

の見積りを出させ．見積帳簿調製のk、講負誰文と引換へに、講負高の三分の一にイ11當する箭
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観下附して灘を禰しめる．・の際備鯖の轍聯；・・癬から八杁夜ま鷺最も遮

當な醐とし源紙は一日に干し・伽肺ば顯が脆魁なる闘・勲るから・融翅を
撮で蹴に瀞す・ゐが噸1・勺棚働つた・而して・れら蜥1の欄は哩中と限ら’tL－c

ゐた講鯖朧綻睦の上、轍を以て一鰍して演蜥へ4寺つて行き・灘断ではこれ

を撚軌瓶て預り．IX（Sる徽イ齢し・髄に舗したもの捌袈肌た・撚筋灘・
先づ＿東つつ量日を槍し、八百五＋匁を中心として前後五＋久まではこれを許し・量口不足の

もの？期唖き嵌するもの？欄のイ泌もの等購熊れ蹴した・eの魔鰹嫌も
のは調枚購めて瀧、斧でこれを切wai・L，しかも購された紺は請負の蜘納め濟みま

では倉庫に入れおき巌封して下附しなかつた㈹。槍査に合格したものは制規に從ひ、その裏面

に白字でr丸の中に極の物ある印』を描込んだ」・・更1・・」・田灘肺磯醐σ）印’灘

人の印．漉加購を欄に季甲捺して・始めて完全な原紙となつた‘’）」・

　如何に當時の槍査が嚴格であつたかは以上によつて明かであらう。このことは鷲卵台紙製造

業者並びに獄種製造業者に取つては異常な苦痛を與へた。苦痛は軍にそれのみに止まらなかつ

t、’　o小縣郡史は更に鰍な苦痛を次の如く語つてゐる・「而して大藏櫛τ於て漉立つることと

なりて臨其裏面に繭と獄蛾との刃多ある枠を打込むこととなりしが・矧ぐ此の鋼灘期欽な

るがため溶馴呼指を以て判1込むこと能はざりしが故・購手戎を以て之翻1込むと酵せり・

然る職工の不熱徽は稚欝より往礁靴あればド蜘耐三三蹴の過怠盆課艶こ
ととせしかば、職工は動もすれば過怠金額が口給の上に超ゆることあるを以て、－na－L同徒蕪齢≠1

び洪役員の家櫻ぴ該を暗殺せんとするが如き事ありき（ti）」　L・・（llj　Lti，lrStc一工鳳つて将厭

醐の演ぜられんとしf・eと縮げてゐる・敵當時蠣卵蝋搬のll礁受購代であ惣
のである。このことあつて間もなく、過怠金の制は撤灘れるに董つ鋤｛・このことは蓋し當

然であらう。それは兎に角、「．1：田費捌所1ζ於て取扱つた枚撒は大凡百六十萬から二荷萬の聞で

あつて、このうち九分五厘迄は蜘鮒鼻の産であつた（1，）」。

　次に納入後の獄卵盛紙の賞渡しであるが、それは「各地とも獄種た惣代と世話役とが、先づ

麟枚数調査翫作り、これに一入1己ゆ自劉枚凱内國臓測父凱㈱棚賊鰍を記入
せしめ、° ｣に大惣代がこれを取纒めて一括した帳簿を作つて大藏省宛に難出す。大臓省では欝1

卵毫紙を豫め上田幅島深餐｝の三萱捌所へ分輿しておき、大惣代の出頭を待つて、帳簿記載の枚

撒を費渡すといふ順序である㈹」。

（1）原SiE　211ち産卵斑紙1枚20饒とは法外に高い。或は竃種1枚のことであるかも剣れぬo何才しにせよ

　　　現在の維者には不明である。御数示を乞ふo

（2）内國Jn以外のものの買封覧金は不明であるd

（3）　　！∫、埋系瑚監史直除儒374t「，r

（4）大藏寄の管轄

（5）　il、理系珊B史飴傭376　聾τ

（6）　　r司　　　　　　　　　 374－375　頁

　（7）　　【L’ij　　　　　　　　　375　妻〔

　（S）　　1司　　　　　　　　　　375　頁

　（9）　同　　　　　　　　375買

（10）同　　　 375頁

　　　　　　　　　　　　　　　5．騨畷i紙自由製澄への復蠕

　最初獄卵蔓紙の製造が自山に放任せられてゐたこと、次に明治政府が縫種の粗製濫造を防止

するの閏的を以て．その製造を政府の乎に蹄せしめ、請負制を強いたtとは前蓮の如くである。
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然るに政府の獄種製造への進細は次の理山によつて、途に行ge　｝）の現象を是するに至つた。

　1萱捌所に於ける販費方法が不適當であり、且つ時代の要求に適してゐなかつたこと

　2驚種の輸出が行はれなくなり、その生産が控え臼になつて來たこと

　（1）祓程費捌所に於ける獄卵慕紙の喪捌法は一見組織的である。殊に國家事業として取り

入れるに至つたごとは、大英断とも見ることがLVs來よう。然しながらこれには璽大な過失があ

つた。EPち難卵藁紙の需給量の年による攣化、費捌所分布の不適営、萱捌方法それ自休に内在

する複雑な手績等は喪捌所を解休に導く有力な因子であつた。（2）横濱開港と共に愈激に海

外輸出の行はれてゐた慧種は、その後粗製濫遣r吊の輸出その他によつて間もなくその1喩出を停

止され、横濱にあつた獄種は火葬に附せられるやうな始宋であつた。かかる欝種生渥界の不｝洋

事に直面した慧種製造業者の中には、慧種の製遣を手擦えると同時に反宥白蝿するものが多く

なり。着々堅實な歩みを初めるやうになつて、漸く欝種の粗製濫造が行はれなくなつた（1）。かく

なつた以上、獄種の粗製濫造防止の目的を以て設立された獄卵籔紙費捌所の存准は必要でなく

なつた。これが萱捌斯を解休に導いた第2の因子であつた。

而して敷府は幾度か規則の改正をなした上（2）、慧卵璽紙費捌断の不必要を畳り、「朋治トー年

七月廿力，日布告して憲種及び獄卵墓紙に關する規則を駿し、とれが製造を當業者の自由に委せ

ることとした。㈹」ここに於て再び驚卵盛紙の製造は民聞當業者の手に移るに至つたのである。

（1）「常時簸’種の楡日｛が殆んど縄薯に陥つたが、巌ひ當1曝楡出向きの生縣が盛んに産禺される瓶態におか

　　れ内地の養懲事業が甚だしく旗張されてゐたため、慧種製造業ほ大打撃を受けるζとなくして濟ん

　　だ。」小縣郡史絵篇377頁参照。

（2）　「明治6年6月布告を以て之を改正すo其識なるものは費渡期間の2．JJ朔日を3月1日よりとし、

　　3月晦日を5月15日とし、原紙喪渡代金を定めて・春懲用原紙は1000放につき磐OO圓（1枚20蝿）

　　夏懲種用興地の薄原瓢は1000放にっき60鷹1（1放6蝿）とすo明治7年2月ユ3日輿渡期間を

　　4月1EIより5月31日と改め、明治8年3月原叙輿渡代金を改めて“静鐡種用原紙は1000枚

　　50圓（1枚5磯i）製憲種∫∬其他は1000枚151周（1枚1鏡5厘）とせりo　明治10年4月費

　　渡期限の5月31日限りを6月30口限Uと改むo此年残紙の推歓多額となPしかば、長潮肘に

　　険り之が謂負漉立を免さざりきo是に於て當業者の憂慮一方ならず、椿の上田輿捌所御用蓬瀧漂源

　　六及び製造人惣代として久保田良治の2名、縣礁にlll頭して、添書を受け．丙務雀へ掛頭して其傍

　　實を陳上し、漸くにして之が講負漉立を許可せ・られたりo其諮負高は上田喪捌所内にて390．000萬オ女

　　にして、此内長瀬村は製遭人97名にて321．000放、藤原田村は同5名にて14．000枚、下丸子村

　　は同4名Kて9・000枚、1｛りL子村は同5名にて10・000枚、生田村は！可5名にて12．000枚i雷士

　　山村は同1桑iにて2。000枚、宵安曾村は同1名にて2・000枚、和村は同3名にて5．000枚、i芳田

　　村は岡1名にて3．000枚、浅裡予村は岡3名にて8・000枚、縣村は岡1名にて2．000枚、禰津西町

　　は岡1名にて5・000枚、鞍樹村は同1名にて2・000放、本原村は同1名にて2．500枚、傍陽村は

　　同1名にて2．o「OO枚、惣計390．000枚を分割請負することとなるo共代金はコ0年の相場にて100

　　オ文｝こつき1隅　S5鏡なりo」　tJ’縣翼K史籐2溺　376　買o　　　　　　　　　　　　　　　　、

　3　　！∫、募1系需1；史飴↑窩　377　買滲Jl（ミo

　　　　　　　　　　　　VI難卯籔紙を中心とする長野・群馬雨縣の確執

　ごとに我國の各府縣が，等しく獄綜業の保護奨鋤間題を考究すると假定する‘，然る場合には

各府縣は互に口己の府縣の獄綜業の磯達を要求して止まなVb。ことでそれがためにこれ等府縣

の間には五に利審の相衡i建する傷含が惹起され易く、ためにこれら諸府縣の闇に見苦しい確執

の三生するであらうことは想像するに困難でなV・。明治15．6年の頃，事實この確執が、鷲卵豪

舐を41心として、大獄綜業國たる長野縣と群馬縣との間に；起つた。この際長野縣では、小縣郡

がこの問題の震源地であつたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・



374　　　　　　　　　　　　　蕉　　　f，S　　愚　　　雑　　　髄　　　　　　　　　　　〔第八奮

　　「明治十五年頃、長瀬村（小縣郡一筆蔚）田中徳兵衛廣く他府縣va　9三擁紙を販萱なしつつ

　あるに際し、偶k出先より醗次を持ち來り、從來の蕎獄に代へて・試験したるにeSiる・

　利禰、りしを以て譜1に之を使灯」したりき。群馬縣久しく自縣製の欝種を保護し・長野縣産

　雛の鰍を防搬んと欲するの際∬ヒ耽鱗し縮すらく濡州灘は藪に醐選を混
　じたれば、鍛卵共審を被り、獄兇の獲育良好ならすと。之を以て明治十六年一旦配付せし信

　州識種は悉く拒絶返渓せらるるの止むなきに至る。①」

　帥脹塁予縣の雛はその渤完全に糊縣に於て肘鐵を食つたのでDる・然るに間題騨に

それのみに止らなかつた。明滑七年の群馬縣鱗報榊に「長野縣の瓢に賄害物が含ま

れてゐる…」との記事が登ilgllされてゐた。　eの職を知つた畏野縣の獄種継鞠並び購卵

蟹紙生産業者は奮然立つて、群馬縣當局へ向つて前記登載の非を鳴らし、その文字の撤回を辿

つた．而して他方では事の締を確めんものと意鱒き濃商瀦に乞ひ・君燃拶薩紙の化畢

分髄講求レ分析の撚鯖であるeEを確かめ得た・f脹塁了縣當局で1ま・駒意外に鰍

．なる磯き藻速囎・7年2酬勘業課喩じて・れ醗析を行は1一めた・その戯漱の如

くであつた。

　（1）長野縣下獄種原紙分析成績説明甲乙比較

　　　ノJ・縣郡獄卵原紙

　　　該紙の成分たるや、鉄鐘質無機質石次鉄麻屈深央亜、澱粉及び其他の有機質等にして、甲

　　　乙敢て化學獣験ヒ、此れ異りなしと難も、甲は共卵質悉く卿化し、乙は之に反して過傘

　　　卿化せす。如斯覆異を生ぜし原因を推i考するに、製紙の際澱粉中若くは製造用の器具に

　　　或は元質等に有害の遊離蔽酸（硝酸塩酸）或は共他嶺生上に有轡物を存する抑獲物を含蓄

　　　したるも、撒月聞の経過に俊て皆湘散し．或は塞中の原素と化合し、“Tgi．の化合物を生

　　　じ、共磯散の早晩に因て卵の後生力を幼げ、爲めに其卵畿生の期至ると難も、鱈化せざ

　　　　りしならん、幟令揮磯物にあらざるも、有筈域分あらば此の化離的試験上に共威績を顯

　　　はし、而して上記等の威分を含有せぱ、恐くは獲生すること能はじ。然れども彼の乙の

　　　卵も叉所々焚生するものあれば、之れ帥ち上陳せし原因力・・或は蛾の交合の不完全か・

　　　叉晩着の適からざる庭は有害揮磯物を含有せる物質を以つて卵を附將せしめしかの三原

　　　因ならん。

　（2）同年三月四日題試瞼の結果

　　　縣下塵慧卵原紙に有害物を含有し、爲めに慧種不磯生となりて、群馬地方より績て報導

　　　するものあり。故に本縣拗業課に於て、共不磯生欝種を試験せしに有鴇物あるを畿見せ

　　　す。依て典原因を探らんが爲め、小縣郡長瀬村叢卵原紙製造家に至り訓盗せしに、製造

　　　家に於ては從來蕎萎次汁を使用し冴ξり允るに、近來之に代ふるに藥品と汐ξ戸トとを漉じ、

　　　以て紙母を煮るものあり。敏に言亥品を試験せしに囎化石荻ポツタース漕達母欝素淡酸盤

　　　類等あり。而して鞭化石次の性たるや、謝物の色等を脆色し、及び簿染病毒灘を泊滅すo

　　　爲めに有機休に大なる關係を有す。然れども共藥品を以て製ぜし露卵原続を試駒せしに

　　　撫化石荻澱粉ソジウム炭酸等の性質あるのみo而して聴化石荻質妹微少の践跡を呈する

　　　のみにして有霧を來す灘の量なし。之才し則ち紙1歌を煮、而して漁水して度々携絆海條の

　　　際、紙母に附着せし盤化石次、及び其他の物質は皆水に溶解し、或は重寵し出さるる故に

　　　獄卸及び共他一、二の域分を幾籐せり。然れども試駒上には有害物のために不磯生なり

　　　とは信じ難しo

　UIIち分析の結果は侵野縣一一主として小縣郡一薩の鍛卵原紙に有毒成分を含・有するといふ

群馬縣の鋤業報告の荒唐無稽なることを立誰した（：t）oそこで長野縣は4月111三1、琳馬縣報告
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の認妄を辮じ、次の如き公告を焚した。「農商務省・農學校の分析試験を経たるも、耐酸の含有無

きは勿論、其他有毒物なし、fiftx（4）」。

　ここに於て鮮馬縣當局も、該報告を撤回するに至り、爾縣欝卵麹紐の確執は～二こに全く絡り

を告げるに至つた。惟ふにかかる確執の磯生は、全く極端なる府縣本位の産業保談政策の顯れ

であると見るととが出來よう（S｝。同時にこの1とは3く、當時喪野縣の獄業が如伺に隆kたる勢

を以て、我が獄綜業界に君礁しつSあつたかが知られよう。術長野縣の欝種製造業者、殊に同

縣の欝業の中心地たる・J・騨の欝種製造業者は、tのeとあつて工以祇盆硝璽の度酬へて

行つた感が深い。ellちこの事實は、・」縣郡の欝種製造業並びに糊壁蜜紙製造業の堅實な譲遮

に向つて、拍車をカllへたものとV・ふごとが幽來る。例へば「明治卜七年二月十二臥有志者相

謀り、長瀬村獄卵原紙改良會砒を設立し、各示1：員が品位の改良を計り、需要者¢）信用を博する

ために原紙を一枚毎に槍査して、不合格のものは販費を禁止したことや、耽員製造の原紙には．

會耽印を押捺することや、その責任を明かならしめるために、原紙の裏面にいろは四一卜八文字

その他の符印を捺すことを協定した」ω如きはこれが一・例であらう。

　　（1）　　！」、縣掴眠三疋し蝕篇　377　頁滲具ξ呈

　　（2）　同
　　（3）　　同　　　　　　　　　　　378　頁蓼きM｛

　　（4）　同

　　（5）今日と錐も侮魯府縣を中lbとしてかかる確執は少くない’

　　（6）　zl、曼聖系君1雪三置こ飴篇37s頁老鼻照

　　　　　　　　　　　　　　　7．慧卵蓋紙生産と長瀬村

　小縣郡に於て慧卵豪紙生塵量のトツプを切るものは長瀬村である。長瀬村に於て何敏欝薩

紙の製造が斯も隆盛に赴いたかの原因は不明であるが、その濫脇は前述の如く享和年間でその

製造方法は奥州地方より移入餐得したものであるらしVO。而してこれが製造に腐心しfeものは

既に御塒代に多蜘このぼり、中でも「倉潮爾五右衛門玖偲王1丈右衙門兜玉與五右衛門・白井

甚右衛門・山岸2ドート郎・大森柳三三郎・大森彌惣太・大森兵右循門・池内藤右術門・小相澤伊右衛rlコ等最

もこれが製造に努めるところがあつた。」（1）而して當時長瀬村慶融の慧卵豪紙の販路は、「上田地

方を第一とし、松本伊那地へはこれについで多量の販費を行つてゐた」。〔2）

　明治6年政府が、獄卵i褻紙の専質をなし、上田町に賓捌所を設置したことは離蓮の如くであ

るが、同所に於て取扱つた獄卵豪紙の全教撒は「大約百六十寓から二百萬の聞であつて、その

うちJL分五厘迄は長瀬村の漉立にかかつてゐる」（3）當時長瀬村の欝卵璽綻騰が、臨然小縣郡

を牛耳つてゐたことは、この蔀實によつて明かである。明治十一年には、萱捌所に於ける薩卵

i蔚紙の幾紙が甚だしく堆積し、如何とも手の下しようが無かつたので、政騰は止むなく、生産

制限を實行した。當時長瀬村は同地方に於ける最多量の生産地であつたため、これに生産制限

を伽へることが行き需れる獄卵璽紙問題の打開策として、最も當を得てゐるものと考へた掩め

か「長瀬村に限つてこれが講負漉立を禁止した（‘1）」。そこで長瀬村の當業麿は、禦の重大なるを憂

ぴて、當時の上田費捌FJI御∫ll達瀧澤源六及び獄卵i褻紙製造人惣代久保田良治の2名を縣臆に出

頭せしめた゜「そとで爾人は先づ縣當局より添書を請ひ受け、これを所持して内務宵へ出頭し、專

情を陳上して漸く長瀬村の講負漉S7．を許可された（5）」のでvVる。而して「この際の請負商は上

田萱捌所内で三1つし萬枚、このうち摂瀬村は漉立人九十七名．その漉立総枚数三十二萬一千で

ある「げ如何に當時長瀬1寸の獄卵憂紙製造業が腔盛であつたかは、この事實によつても知るごと

が出來よう。明治11年7月29Elの布告で、獄卵憂紙に關する規則が廣止され、難卵塵紙の

漉立が自山に放任せられたことは前蓮の如くであるが、「當時長瀬村の漉立緯枚数は年々五㌔六
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十萬放であつた」といふ。

　明治15年頃、長瀬村の田中徳兵術t“’iく弛府縣に鐙卯蟹紙を販壷してゐた際、偶々族先より

蔚蓬荻を持ち來つて從來使用してゐた蕎萎次に代へて利を博してゐることが、淋馬縣の驚業者

に知られ、ここに淋馬長野爾縣の11｝1に確執を生じたことは前蓮の如くであるが，斯の如く、長

瀬村に於ては常に鱗卵塾紙の漉立方法については注意を佛つてゐたと岡時に、鐙卵璽紙による

利盆の遊求に急であつたのである。求ひにして1滑己確執は盃く群馬縣側の誤謬よ財1三じ充もの

であるこ轟が明かとなつて、明治17年に問題は落蕾し疫のであるが、當の長瀬村に於ては、

爾後大v・に自重するところがあり、「同年二月十二日有志岩相線り、長瀬村慧卵原紙改良會敢を

設立し、製造人惣代として、大森淺吉・出浦萬助爾名がlil縣して許可を得た。耽員たるものは

製品の温位向上を圃る匹1的を以て、i製叢方法を確一し、愛顧霧の信用を得ることに心i排1け、原

紙は一枚一放槍査し、不合格のものは販壷を禁止し、祠潰の製造にかかる盛紙にはその蓑面の

一一・r｛！の場所に會耽印を押捺し、面その責任を明かにするために、籔紙の駿酊にいろは四一トノX丈

字、その他の符印を押すごととし、會耽の費翔一切はilil二員の負櫓として、その徴牧方法は、漉

立枚撒に比例して取立てることに定め、砒務を掌理するために耽長副砒長・會訓．係・槍盗役を置

くこと（8）等極力信用の挽回につとめたごとは前掲の如くである。當時、長瀬村騰の獄卵馨凝の

販賀先は「長塁予縣全体は勿論、東京・榊奈川・卸岡心1梨愛”訂：’岐皐’三重’滋賀京都’大阪鳥取゜兵庫画

愛媛・密山石川新潟・宮城茨城・栃木・千葉・埼玉・群馬の三府1机縣（1｝）」であつ允。

　朋治31年會祠：法が畿布され、これを期として上認愈示i二は「長瀬慧卵虜｛藁紙改良合資愈祉と

改正し、白蔓1・市右衛門が就長となつた」。㈹然るにこの禰1ヒに不満を有する齎は繊v・て脱耽しt

別に長瀬獄卵籔紙製造含資會乖ヒを創設して、前記會肚に封抗せんとしたのである。」ql）然るに

當時各地に有力なる製紙事業勃興し、長瀬村の懲卵墓釈製造はために墜迫されんとするに至つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hた。とこに於て當時の授瀬村長久保田甲子治氏は、2會融を合併して、薦業組含組織に改める

べく蓮動するととろがあり、その効顯れて「朋治四十四年こ二月・1一三日、蒋限責任長瀬獄卵籔紙

信用購買販璽組合（12）」の設立を見るに至つた。而してその地随は最初は便瀬村一圓であつたが、

後に小郡郡一圓をその鱒團とするに至つた。大正15年同組合は解散し、昭和3年に釜の長瀬鷲

卵憂紙生産組合が域立し、而して今日に及んでゐる。

　今長瀬村灘：卵i籔紙儒用購買販費組合コ筐びに長瀬慰卵豪紙生産紺合の鍛卵蟹続生塵霧1を蓑示す

れば次の如くである。

長瀬村鴛卵礎紙信用燐買販斑組合原紙鷹額　　　　　　（小縣郡史による）

年　次

明流7年
　”17
”20
”25
”30
”　35

”40

大蕉元年
”　2
”　3
”　4
”　5

”　6
”　7
汐　8

厚　　　i豊　　　紙

数量i慨絡
　　　枚
801，500
689，000

611，000
1，188，300

1，636，000

1，478，500

1，249，500

1，036，800

2，921，850

2，758，600

3，372，900

2，70「6，600

5，222，000

5，42S，tlOO

5，767，600

　　円
ユ，731

ユ2，680

12，220

23，766

40，900
3r｝，843

33，320

19．　，S40

薄　　　壷　　　紙

数　　量　　　　偵　　絡

　　　枚　tlO，OOO

　36，000
171，000

311，500

423，300

800β00
1，438，000

32304，200

　　円
　80（｝

　600
2，030

3、699
6，盤S3

11，・519

22，76S

3S，346
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ソ～職11年1

〃11　i
〃12　　i

”　13

”　14

”　15

11置｛和2年　1

4，399，400

1，572，000

ユ，307，000

1，441，300

1β32，100

1，259，800

1，213β00

1，164，000

v　　3　　　　i　　　　1、270，000

”‘?l職46・

長瀬獄卵礒叙信川購買販蜜組合解敬（産業組合細織）

i長瀬即瞬…紙生産細合創立蝋1喋組鎌H織）

　　　　　　備考　明治25年以後には夏秋鍛用と根製用と共に包邊鐘して計上Q

　　　　　　　　　大1E　2年以後の厚薄盗紙別生産量は不明o

　」：表によつて見るときは、大戦後の好況時代たる大正5年より大正9年迄の生塵額は最も多

いが、その後急激に減少してゐる。これは軍に鰹濟界が不況に沈倫し？eためばかりでなく、こ

の頃より長瀬村産の手漉麓卵豪釈の生産が、岐卓縣高知縣等の機械製紙による大量生産のため

に墜迫され出したためである。而して現今に於てはこれがため長瀬村の羅卵i墓紙生藤は甚だし

い脅威を感じてゐるといふ。然しながら、今阿と難も術長瀬村生産の慧卵籔紙は、小縣郡全休

で使用するものの約9割を占めてゐる。昭湘3年度の小縣器i癒卵慶釈使用教撒並びに長瀬村生

1壼鑓卵蔓紙枚撒は次の如くであるo

　　λ1、雌系番Bi擢星3日塗毒…紙使A「∫枚数　　　　　　　　1，576，000オ女

　　長瀬村生産微卵巌紙枚数　　　　1，270，000枚

　f轟↑上寵鱗卵豪紙の側各は大正8．9年の妊景i氣時代には干均1オ交2鏡sその前後はヱF均1枚

1饒7厘乃至1鎧i8厘である。

（1）　　！」、理系君IS史霞余鮒　　254－一一一255　頁滲J照

（2）　　lr9　　　　　　　　　　　255　頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　同　　　　　　　　　　　378　頁

（3）同　　　　　376頁　　　　　　　　　（9）同　　　　　379頁
（4）　ri－／ti　　　　　　　「司〕画〔　　　　　　　　　　　　　（10）　同　　　　　　　 1河頁

（5）岡　　　1樋買　　　　　 （11）同　　　同頁
（6）　Il肛　　　　　　　1司頁　　　　　　　　　　　　　 （12）　1司　　　　　　　1司頁

（7）　　f・i］　　　　　　　　　　377　3τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　長溺1霜寸イ受場調ヨ集

（於　登國産業組合製綜組合聯合會）

　（受鯉甦　　11召羽110　Jtド　7　児　31　1≡1）


